
 

 

 

 

 

2016.08.31 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 8/11(木)～13(土)群馬県にて第 59 回全国医学生ゼミナールが開催されました。学生２５５名、

一般１２９名、合計３８４名の参加があり、愛媛大学医学部からは、5 名が参加しました。 

今年の医ゼミのテーマは「私たちが創る医療」です。全体企画では、医療者・住民・メディアとそ

れぞれ異なる立場から、よりよい医療を創り上げるためには、どうすればいいかについて話がありま

した。様々な視点から、「人の価値観を共有していく事が大切」「安心して暮らせる地域づくりを一緒

にしたい」「患者が参加する医療へ変わるべき」など、とても考えさせられるお話でした。 

学生発表では「現代の医療が抱える問題」として、「個人の尊厳」を損なう例を群馬大学病院の術

後死問題や北九州で起きた 39 歳餓死事件などを取り上げ、患者・制度・地域の 3 つのレベルで、個

人が尊重されていない事を問題視した内容でした。 

分科会は、全日程で 40 の分科会の発表がありました。自分たちが伝えたいことを発表し、議論す

ることで、学びを深めていました。愛媛大学からも３名が協力して「考えてみよう、路上生活者につ

いて！～支援活動を通してｉｎ愛媛～」を発表しました。約 30 名の参加があり、支援活動や炊き出

し体験談を話した上で、「なぜ路上生活から抜け出せないのか？」「どんな支援が必要なのか？」を話

し合いました。様々な意見がありましたが、一番は、世間からの偏見をなくす事、医療的支援や相談

できる窓口を作る事(制度を利用する)、食料や水分の支援などでした。 

3 日間を通して、大学、学年、学部関係なく、学びたい気持ちを大切に意見が言い合える場があり、

とても活気がありました。 

 
《学生の感想》 

◇医ゼミは、他職種の事を知る良い機会だと思い 

ます。 

◇それぞれの学部で学んでいる事や将来目指して

いる事を知れて勉強になりました。 

◇医ゼミで「他職種連携が大事」「患者中心の医療」 

などを勉強しました。今後、それをこれからど

のように実現していくか大事だと思います。 



中四国 DANS本番！ 

 8月 18日-19日に中四国 DANS(看学生

ゼミナール)が島根県松江市にて開催さ

れました‼ 今年の DANS のテーマは「心

配して下さい！原発再稼働始まってます

よ!?～見直そう 原発とみんなの命～」

ということで、島根原発へフィールドワ

ークに行ったり、福島で看護師をしてい

る方のお話しを聞いたりと、原発問題と

命を考えるよい機会となりました。 

 夜は交流会でみんなで盛り上がり、2

日目は各県ごとの学習発表がありまし

た。愛媛県からは、「原発ってそもそもな

に？伊方原発は大丈夫」というテーマで

報告を行ないました。 

 2 日間、楽しく学び、交流できる中四

国 DANS でした(^^) 

 来年度は高知県にて開催予定です！ 

 是非参加しませんか？？ 

      薬害根絶デー開催 

8/24 は薬害根絶デーです。それに合わせ、8/23-24

東京で行なわれた薬害根絶デーのつどいに学生 1 名、薬

剤師 1名で参加してきました。 

薬害根絶デーのつどいでは、実際に薬害の被害にあわ

れた方、その家族、長年支援しつづけている弁護士・学

者などの話を実際に聞くことができました。 

●参加した学生の感想● 

「薬害が起きてしまったことに憤りを感じ、国民の関心

が薬害に向くことの大切さを痛感した。将来薬剤師にな

ることを目標にしているので、学校でもしっかり薬害に

ついて学び、知識を身に付けていきたい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
愛媛医療生協 学生サポートセンター 

愛媛大学医学部近くのシトラスヒルズ 101号室にあるサポート 

センターでのランチミーティングは 8月～9月は夏休みです。 

10月から再開する予定ですので、毎週水曜日 12：00～13：30 

お友達誘いあわせて来てください。 

医学生・薬学生・看護学生みなさんの参加をお待ちしています！！ 

↓お問合せはこちらまでどうぞ↓ 

●愛媛県民医連事務局● 

Tel：089(990)8677 

（小笠原、林、村中、坂本） 

Mail：a-ogasawara@ehime-med.org 

えひめ医系学生のつどい開催 
 

8/27(土)の午後、愛媛生協病院でえひめ医系学生のつ

どいを開催しました。医学生 1 名、看護学生 3 名、職員

9 名が参加。メイン企画の学習講演は『医療と戦争～私

の戦争体験と医療へのつながり～』というテーマで精神

科金澤先生にお話しいただきました。 

小学生の時に米軍戦闘機に機銃掃射されたり、敗戦後

生きるのが精一杯という経験から戦争は絶対にしてはな

らないと思われるようになりました。 

精神科医として患者さん中心の医療、生活を含め可能

な限り総合的に患者さん診ることが大事。現場に出かけ

ることが大切で、大学や病院に居ては限界がある、と語

っていただきました。 

“失敗を恐れない、特に学生時代は失敗から学べ”とい

う言葉は学生さんへのエールのように聴こえました。 


